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1ips 細胞誤 報事 件の 経緯

　山 中伸弥京 都 大 学教授 へ の ノ
ーベ ル 生 理

学 ・
医学賞授賞決定 の ニ ュ

ー
ス か ら 3 日後に読

売新聞朝刊 ・夕刊 1 面をか ざっ た 「ips心筋移

植」 ス ク
ープは ，その 2 日後に 「ips移植は虚

偽，森 口 氏の 説 明，関係者が否定，誤 報 と本社

判断」 と し て 否定 され た 。

　共 同通信や テ レ ビ 局が 追随 ，
「再生医療 に 道

をつ けた 」山中氏 の 業績が ，
こ ん なに もはや く

現実 の もの にな る の か と の 期待 が語 られ た直

後だ けに，
一

連 の 誤 報 に も注 目が集 ま っ た。

　と こ ろが，事態 はそれ に留 ま らなか っ た。読

売だ けで な く ， 毎 日 ， 日経 ， 朝 日とい っ た大手

メデ ィ ア が 過 去 に森 口 氏か ら の 売 り込み に応

じた記事を，今回 の よ うに大 きくはない もの の

それ ぞ れ掲載 して い た事実が明 らか にな り， 各

紙 が い っ せ い に検証 を始める 事態 とな っ た。検

証記 事 には，森 口 氏か らの 売 り込みの 時期や 内

容 ， 新聞社 ご との 売 り込みの 検証 の仕方，記 事

にす る か ど うか の 判断の ち が い が詳 しく記 述

され る と い う科学報道 の 歴 史 の なか で 貴重な

機会 とな っ た 。

2 読売新聞誤報 の 原 因 に 学ぶ

　事実 性 の チ ェ ッ クが 甘 か っ た稚拙 な誤報で

あ っ た の は ， 他紙 が掲載を見送 っ た理 由か らも

明らか だ 。 ほん と うに森 口氏 が トッ プ ラ ン ナ
ー

で あれ ば，売 り込 み とい う方法など と らず に ，

実証 度 の 高 い 成果 とし て オ ープ ン に して か ら

で も大 き く報道 されただ ろ う。 1996 年 の ク ロ

ー
ン 羊 ドリー誕生 以来の 報道蓄積があ り，ips

細胞樹立後 ，山中教授 ノ
ーベ ル 賞へ の 期待 が高

ま り，各社記者陣の 準備 もあ っ た の だか ら，専

門性 が欠けて い たため の 誤報 とは考え に くい 。

　 「日本で は無理だ っ た 」 「日本で も議論必 要」

「ア メ リカ は柔軟」との 見出 し ， 記事内容か ら，

読売は森 口 氏 に利用 され た とい うよ りも，生命

倫理 に こ だ わ るな，研 究 競争 に負けるな との 旗

振 り役で
一

番乗 りをめ ざし，森 口 氏 を利用 した

の だ と考え られ る。過去 の 研究捏造，誤報事例

との 比 較を ま じえ，科学政策 を評価す るメ デ ィ

ア や市民 の 視点を育む重要性 を指摘す る 。
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